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◆２６年度実施内容

　ボランティアの支援や育成を行うため、社会福祉法人小牧市社会福祉協議会が運営する

ボランティアセンターの運営費を補助した。

　ボランティアセンターでは、ボランティア活動を始めたい人、ボランティア活動中の人、ボラ

ンティアを派遣してほしい人、ボランティア活動の呼びかけ、ひとにやさしいまちづくりという

視点に立ってボランティアの啓発や養成講座の開催、青少年のボランティア体験等様々な

サービスを提供した。

　また、中学生のボランティアグループであるジュニア奉仕団の卒団生が、卒団後も継続し

て活動できる組織として結成された『ココボラ』において、ひとり親家庭の児童生徒に対する

学習支援を始めるなど、活動の幅を広げた。

　平成２５年度から社会福祉協議会内に、地域活動専門員（CSW）を１名配置し、地域福祉

活動の更なる推進を図った。

　社会福祉基金を活用して補助をしている。
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地域福祉活動に参加する担い手を育成・確保します
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　在宅福祉事業及びボランティア活動推進事業等補助金交付要領
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平成３１年度以降

地域福祉

実施計画対象

目的

（対象をどの様な

状態にするのか）

　子育て支援や障がい者（児）、高齢者介護などを必要とする人に対するボランティア活動

の活性化を図る。
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　社会福祉基金を活用して補助をしている。

◆２６年度直接経費の内訳

在宅福祉事業・ボランティア活動推進事業等補助金(12,400千円）

〔その他財源の内訳）

社会福祉基金繰入金（9,000千円）

◆２７年度直接経費の内訳

在宅福祉事業・ボランティア活動推進事業等補助金（12,400千円）

〔その他財源の内訳）

社会福祉基金繰入金（12,400千円）
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事業実施におけ

る課題

　ボランティア登録者の高齢化と共に登録者数が減少しており、新たな担い手の発

掘、創出に向け、人材養成講座を他課が実施している事業と連携するなどし、開催す

る必要がある。

　また、介護保険制度の改正を受け、地域における支えあい活動の充実が必要不可

欠であり、そのニーズに対応するための行政及び社会福祉協議会の体制を整理する
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事業の

達成状況

　前年度に引き続き、ボランティア活動への支援を行った結果、個人登録者数は増加

したが、団体登録者数は前年度より減少した。また、ジュニア奉仕団卒団生で組織さ

れる『ココボラ』への参加者が増加に向け、新たな活動を展開するするなど、担い手の

創出につながる支援ができた。
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　近年は、ボランティアに対するニーズも多様化してきているため、既存事業のあり方

も含めて、社会福祉協議会と調整しながら支援を行う。

　また、介護保険制度の改正の趣旨を踏まえ、中長期的な視点にたち、地域活動支

援員の配置計画についても、社会福祉協議会とともに検討を行う。
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の改善案

事業のボリュームを現状規模で維持すべきもの

（対象や手段を見直す場合も含む）

２７年度における

事業の改善・見

直し内容（新規追

加事項、廃止・削

減事項等）

　ボランティアの育成、団体活動の活性化、地域福祉活動の充実に一定の成果をあ

げており、今後も現状どおりの支援を行うことが妥当であると考えるため。

判定理由

　地域福祉を推進するうえで、その担い手であるボランティアの育成やボランティア団

体の活動の活性化、地域福祉活動の支援を行う専門員の存在は必要不可欠であり、

事業を縮小・廃止した場合、ボランティアの啓発や育成機能が低下し、これからの地

域づくりに反する動きとなる。

維　持

　ボランティアに対するニーズも多様化している中で、今後は特に小地域（区）を単位

とした活動の充実が求められることになり、現在活躍のボランティアの方々と調整のう

え、活動のあり方等について社会福祉協議会を交え、検討を行う。
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一次評価のとおり。


